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　『
こ
れ
が
い
の
ち
に
導
く
道
』

は
高
村
光
太
郎
の
『
道
程
』
の
一

節
で
す
。
山
林
の
中
を
走
る
林

道
、
作
業
道
は
ま
さ
に
『
人
を
森

の
い
の
ち
へ
と
導
く
道
』
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
戦
中
、
戦
後
の
国
内
の
山
林

を
過
剰
伐
採
し
て
い
た
時
代
は

年
間
、
１
億
立
米
の
木
材
を
生

産
し
、
国
内
の
総
需
要
を
賄
っ

て
い
ま
し
た
し
、
１
９
６
０
年

代
で
も
約
６
０
０
０
万
立
米
も

生
産
さ
れ
て
い
た
国
産
材
は
、

木
材
の
自
由
化
が
始
ま
る
と
と

も
に
減
少
し
、
現
在
で
は
約
２
０

０
０
万
立
米
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
60
年
代
に
は
44

万
人
を
数
え
た
日
本
の
林
業
従

事
者
は
い
ま
、
５
万
人
程
度
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
天
然
林
や
２
次
林
を
切
っ
て

出
し
て
、
そ
し
て
そ
こ
に
新
た
に

植
栽
し
、
下
刈
り
し
、
人
工
林
と

し
て
造
成
す
る
作
業
が
一
段
落

し
て
し
ま
う
と
、
山
に
多
く
の
人

件
費
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
燃
料

は
焚
き
物
か
ら
ガ
ス
や
灯
油
に

代
わ
り
、
人
は
ど
ん
ど
ん
山
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
ま
、
人
工
林
は
手
入

れ
が
滞
り
が
ち
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
全
体
と
し
て
の
木
材
蓄

積
量
は
増
え
続
け
、
量
的
に
は
国

内
の
年
間
需
要
量
す
べ
て
を
ま

か
な
え
る
だ
け
の
森
林
と
な
り

ま
し
た
。
さ
て
、
こ
れ
を
低
コ
ス

ト
で
効
率
的
に
収
穫
す
る
た
め

に
は
や
は
り
林
道
、
作
業
道
等
の

整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
集
運
材
や
、
森
林
の
維
持
管
理

用
に
永
続
的
に
利
用
さ
れ
る
事

を
目
指
し
て
作
ら
れ
る
の
が
林

道
で
あ
り
、
そ
れ
ら
作
業
を
一
時

的
に
お
こ
な
う
た
め
に
開
設
さ

れ
る
の
が
作
業
道
で
す
が
、
そ
れ

ら
を
合
わ

せ
た
わ
が

国
の
林
内

路
網
は
２

０
１
３
年

で
19
・
６

ｍ
／
ha
と

な
っ
て
い

ま
す
。
こ

の

数

字

は
、
１
９

９
０
年
こ

ろ
ま
で
に

約
的
に
路

網
整
備
を

行

っ

た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
材
輸
出
国
、

ド
イ
ツ
（
１
１
８
ｍ
／
同
）
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
89
ｍ
／
同
）
な

ど
と
比
べ
る
と
大
き
く
劣
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
各

都
道
府
県
で
は
、
林
野
庁
の
示

す
作
設
指
針
を
基
本
と
し
た
う

え
で
、
独
自
の
指
針
を
作
り
、
路

網

整

備

を

進

め

て

い

ま
す
。

そ

し

て

設

計

や

作

設

を

担

う

技

術

者

や

実

際

に

開

設

す

る

作
業
者
の
育
成
も
急
い
で
い
る
よ

う
で
す
。

　
森
林
塾
で
は
保
育
の
時
代
か
ら

収
穫
期
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
人
工

林
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
林
道
設

計
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
一
日
で

は
入
口
の
さ
わ
り
し
か
勉
強
で
き

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
歩
道
か
ら
始

め
て
、
少
し
づ

つ
で
も
道
が
入

れ
ば
、
お
の
ず

と
人
々
が
山
に

戻
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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一
日
目
は
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材
市
場
の
見
学
の
後
、
午
後
は
前

回
と
同
じ
野
底
の
山
林
で
の
間

伐
実
践
で
し
た
。
秋
雨
前
線
の
影

響
か
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

の
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
の
土
場

に
並
べ
ら
れ
た
丸
太
の
、
椪
山
は

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時

期
的
に
も
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
出

荷
も
控
え
ら
れ
て
お
り
、
メ
イ
ン

は
ヒ
ノ
キ
の
よ
う
で
し
た
。
中
谷

所
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お

こ
っ
た
模
擬
入
札
の
結
果
は
右

表
の
と
お
り
で
、
塾
生
の
皆
さ
ん

まずは平面測量、高低角は 7 度で

測量したところを歩道として作設

ポールで地山の傾斜を知る横断の測量

作業終了、完成した歩道を通って帰る
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の
『
買
い
方
』
は
、
ど
う
に

も
「
シ
ブ
チ
ン
」
ぞ
ろ
い
で

し
た
。
４
番
椪
の
３
・
５
寸

角
の
ヒ
ノ
キ
柱
材
が
一
本

１
５
０
０
円
ほ
ど
で
す
か

ら
、
底
を
這
っ
て
い
る
よ

う
な
素
材
価
格
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
11
月
26
日
（
木
）
に
行
わ

れ
る
予
定
の
記
念
市
あ
た

り
か
ら
ア
カ
マ
ツ
も
出
荷

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず

で
す
し
、
取
扱
量
も
大
幅

に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

価
格
も
も
う
一
段
、
二
段

上
が
っ
て
く
れ
ば
い
い
で

す
ね
。
市
売
り
の
見
学
は

誰
で
も
出
来
ま
す
。
そ
し

て
保
証
金
の
10
万
円
さ
え

用
意
す
れ
ば
入
札
に
も
参

加
Ｏ
Ｋ
で
す
。
９
月
９
日

の
前
回
市
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
っ
た
時
に
、
ソ
ノ
タ

広
（
広
葉
樹
）
や
ナ
ラ
材
が

１
立
米
（
軽
ト
ラ
２
杯
分

ほ
ど
か
）、
数
千
円
〜
１
万

２
千
円
ほ
ど
で
競
り
落
ち

て
い
ま
し
た
の
で
、
ス

ト
ー
ブ
薪
用
に
買
え
ば
結

構
割
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
午
後
は
野
底
の
山
林
で

間
伐
の
復
習
を
し
ま
し
た
。

島
﨑
先
生
と
、
岐
阜
県
立

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
時

代
の
教
え
子
で
あ
る
伊
藤

さ
ん
が
先
生
の
取
材
の
傍

ら
顔
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
２
，
３
本
の
伐

倒
で
し
た
が
、
も
う
こ
れ

で
４
回
目
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
実

習
、
塾
生
の
皆
さ
ん
、
着
実
に
腕

前
を
上
げ
て
い
ま
す
。

参
加
者
／
有
賀
さ
ん
、
小
口
さ

ん
、
小
池
さ
ん
、
渋
沢
さ
ん
、
水

津
さ
ん

ス
タ
ッ
フ
／
和
泉
、
早
川

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定
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材
）

（
伐
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材
）

　
17
日
（
土
）
の
労
働
安
全
衛
生

教
育
は
８
時
間
、
室
内
で
の
学
科

で
す
。
８
時
20
分
ま
で
に
箕
輪
町

中
箕
輪
の
Ｋ
Ｏ
Ａ
本
社
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
広
域
農
道
と
中
央

道
の
間
で
、
伊
北
方
面
か
ら
は
農

道
の
中
曽
根
の
信
号
を
左
折
、
３

０
０
ｍ
ほ
ど
行
き
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
あ
る
三
つ
角
を
右
折
し

１
０
０
ｍ
、
最
初
の
門
を
入
り
、

左
前
方
の
駐
車
場
奥
の
ロ
ビ
ー

（
こ
げ
茶
色
の
風
除
室
あ
り
）
が

集
合
場
所
で
す
。
道
に
迷
っ
た
方

は
早
川
携
帯
へ
。

　
「
伐
木
造
材
業
務
従
事
者
必

「
伐
木
造
材
業
務
従
事
者
必

「
伐
木
造
材
業
務
従
事
者
必

「
伐
木
造
材
業
務
従
事
者
必

「
伐
木
造
材
業
務
従
事
者
必

携
」
携
」
携
」
携
」
携
」
の
テ
キ
ス
ト

の
テ
キ
ス
ト

の
テ
キ
ス
ト

の
テ
キ
ス
ト

の
テ
キ
ス
ト
を
す
で
に
お
渡

し
し
て
あ
る
方
は
忘
れ
な
い
よ

う
に
。
飲
み
物
、
お
弁
当
、
筆
記

用
具
。

　
16
日
（
金
）
は
枝
打
ち
の
実
践

で
す
。
ま
ず
は
ブ
リ
縄
を
作
っ

て
、
ロ
ー
プ
一
本
で
木
に
登
っ
て

み
る
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
人
に
な
っ
て
も
木
登
り
は
楽

し
い
も
の
で
す
よ
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
こ
の
日
は
鳩
吹
集
会
所
に

８
時
20
分
集
合
で
す
。
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算
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材
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算

材
積
計
算

　
午
前
中
は
立
木
と
丸
太
の
材

積
計
算
の
勉
強
を
し
ま
す
。
ま

だ
持
っ
て
い
た
ら
、
測
樹
の
プ

リ
ン
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

午
後
に
有
賀
建
具
店
さ
ん
に
伺

う
予
定
で
す
。
電
卓

８
時
20
分
　
鳩
吹
集
会
所
集
合

集
中
コ
ー
ス

集
中
コ
ー
ス
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中
コ
ー
ス
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日
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６
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８
日
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６
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６
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８
日
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６
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８
日
（
金
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日
）
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金
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）
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金
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）

（
金
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）

（
金
〜
日
）

　
測
樹
（
施
業
診
断
）
と
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
っ
た
間
伐
の
３
日

間
で
す
。
調
査
↓
分
析
↓
施
業

（
間
伐
）
と
い
う
流
れ
で
、
Ｋ
Ｏ

Ａ
森
林
塾
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

お
迷
い
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
の

ご
検
討
を
。

専
門
コ
ー
ス
第
４
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
４
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
４
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
４
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
４
回
開
催

1111111111
月月月月月
2020202020
・・・・・
2121212121
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
専
門
コ
ー
ス
の
今
年
度
最
終

回
で
す
。
皆
さ
ん
随
分
上
達
し

て
き
て
い
ま
す
。
正
確
さ
に
磨

き
を
か
け
て
、
伐
倒
を
完
全
に

自
分
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

通
年
コ
ー
ス
第

通
年
コ
ー
ス
第

通
年
コ
ー
ス
第

通
年
コ
ー
ス
第

通
年
コ
ー
ス
第
1515151515
・・・・・
1616161616
回回回回回

1111111111
月月月月月
2727272727
・・・・・
2828282828
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き

　
炭
焼
き
・・・・・
山
林
見
学
な
ど

山
林
見
学
な
ど

山
林
見
学
な
ど

山
林
見
学
な
ど

山
林
見
学
な
ど

　
移
動
式
炭
化
炉
を
使
っ
て1

泊
二
日
で
炭
焼
き
を
し
て
み
ま

す
。
点
火
後
、
夜
を
徹
し
て
の
火

の
番
で
す
。
忘
年
会
も
兼
ね
て
。

二
日
目
炭
出
し
の
後
、
半
日
く

ら
い
何
か
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
。
な
け
れ
ば
保
科
先
生
の

山
林
見
学
の
予
定
。

『
自
分
の
伐
倒
ル
ー
チ
ン
を
作
る
』

『
自
分
の
伐
倒
ル
ー
チ
ン
を
作
る
』

『
自
分
の
伐
倒
ル
ー
チ
ン
を
作
る
』

『
自
分
の
伐
倒
ル
ー
チ
ン
を
作
る
』

『
自
分
の
伐
倒
ル
ー
チ
ン
を
作
る
』

     

専
門
コ
ー
ス
第
３
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
３
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
３
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
３
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
３
回
開
催
報
告

　
３
年
前
か
ら
間
伐
の
補
助
金

体
系
が
か
わ
り
、
搬
出
を
伴
わ
な

い
間
伐
に
は
補
助
金
が
出
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
市
場

価
値
が
低
く
、
集
材
し
て
も
元
が

取
れ
な
い
間
伐
材
の
多
く
は
切

り
捨
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切
り

捨
て
の
場
合
、
ぎ
り
ぎ
り
地
際
か

ら
伐
倒
す
る
必
要
も
な
く
、
必
然

的
に
枝
払
い
も
お
ろ
そ
か
に
な

る
、
あ
る
い
は
い
い
加
減
に
な
っ

て
き
ま
す
。
勢
い
、
伐
倒
全
般
に

わ
た
っ
て
ア
バ
ウ
ト
に
な
り
が
ち

で
す
。　

あ
る
面
積
を
間
伐
す
る

場
合
、
切
る
木
の
順
番
、
切

り
倒
す
方
向
、
使
う
道
具

な
ど
、
選
択
肢
は
幾
通
り

か
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
安
全
で
確
実
な
最
適

値
は
そ
の
選
択
肢
の
積
み

重
ね
の
中
の
わ
ず
か
に
ひ

と
つ
ふ
た
つ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
間
伐
を
行

う
時
に
、
保
残
木
に
傷
を

つ
け
て
し
ま
っ
た
ら
何
の

た
め
の
間
伐
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
伐
倒

全
般
が
ア
バ
ウ
ト
に
な
り

始
め
る
と
、
動
作
す
べ
て
が

ど
ん
ど
ん
甘
い
方
向
に
シ

フ
ト
し
、
ど
ん
ど
ん
手
抜
き

と
な
り
、
そ
れ
は
安
全
面
に

関
し
て
も
悪
し
き
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

す
な
わ
ち
、
手
抜
き
を
せ
ず

に
最
大
の
安
全
に
備
え
る

こ
と
が
、
結
局
は
保
残
木
を

大
事
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
で
あ
り
、
最
も
効

率
的
で
最
適
値
に
近
い
、
有
意
義

な
間
伐
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
動
作
や

手
順
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
、
ご

自
分
の
伐
倒
を
ル
ー
チ
ン
化
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

模擬入札、買い方はシブチン揃い 所長の案内で椪山を見て回るカメラと先生に見つめられて

傾いた大径木を斜めに倒す追いヅル切りという手法で安全に
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山
林
山
林
山
林
山
林
山
林
（
や
ま
）

（
や
ま
）

（
や
ま
）

（
や
ま
）

（
や
ま
）
の
ト
リ
ビ
ア

の
ト
リ
ビ
ア

の
ト
リ
ビ
ア

の
ト
リ
ビ
ア

の
ト
リ
ビ
ア

『
今
年
は
キ
ノ
コ
の
当
た
り

『
今
年
は
キ
ノ
コ
の
当
た
り

『
今
年
は
キ
ノ
コ
の
当
た
り

『
今
年
は
キ
ノ
コ
の
当
た
り

『
今
年
は
キ
ノ
コ
の
当
た
り

年
』
年
』
年
』
年
』
年
』

　
こ
こ
信
州
で
は
８
月
は
前
半

が
少
雨
で
暑
く
、
お
盆
以
降
良
く

雨
が
降
り
ま
し
た
。
そ
し
て
９
月

に
入
っ
て
か
ら
は
残
暑
厳
し
い

日
も
あ
ま
り
な
く
、
緩
や
か
に
気

温
が
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
週
に
１
、
２
日
は
雨
が
降
る
。

こ
ん
な
年
は
マ
ツ
タ
ケ
を
始
め
、

他
の
雑
キ
ノ
コ
も
豊
作
の
よ
う

で
す
。
あ
の
有
名
な
伊
那
市
の
産

直
市
場
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
で

も
マ
ツ
タ
ケ
が
所
狭
し
と
並
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
絶
滅
危
惧

種
か
と
思
う
く
ら
い
最
近
見
な

い
、
味
で
は
マ
ツ
タ
ケ
を
凌
ぐ
ホ

ン
シ
メ
ジ
や
、
香
り
で
は
き
の
こ

で
一
番
、
と
い
う
人
も
少
な
か
ら

ず
い
る
コ
ウ
タ
ケ
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
さ
あ
、
９
月
の
終
わ
り
の
声
を

聴
き
、
ナ
ラ
タ
ケ
や
シ
ョ
ウ
ゲ
ン

ジ
、
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
が
終
わ
り
か

け

、

伊
那

市
界

隈
は

キ
ノ

コシ
ー

ズ
ン

の
後

半
戦
に
入
り
ま
す
。
天
気
も
落
ち

着
き
、
山
に
入
る
に
は
良
い
季
節

で
す
。
で
も
中
毒
に
は
ご
用
心
。

キ
ノ
コ
を
採
る
コ
ツ
や
、
危
な
い

キ
ノ
コ
を
食
べ
な
い
方
法
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①①①①①
名
前
の
わ
か
ら
な
い
キ
ノ
コ

名
前
の
わ
か
ら
な
い
キ
ノ
コ

名
前
の
わ
か
ら
な
い
キ
ノ
コ

名
前
の
わ
か
ら
な
い
キ
ノ
コ

名
前
の
わ
か
ら
な
い
キ
ノ
コ

は
採
ら
な
い
で

は
採
ら
な
い
で

は
採
ら
な
い
で

は
採
ら
な
い
で

は
採
ら
な
い
で

　
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、

見
た
目
で
判
断
し
て
美
味
し
そ

う
な
色
、
姿
、
形
で
採
る
方
が
い

ま
す
。
山
中
で
た
ま
た
ま
会
っ
た

知
り
合
い
の
ご
夫
婦
が
、
ク
サ
ウ

ラ
ベ

ニ
タ

ケ
を

び
く

の
中

に
入

れ
て

い
る

の
に

会
い
、
あ
わ
て
て
注
意
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
食
べ
て
も
症
状
は

重
篤
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
の

で
、
隠
れ
中
毒
患
者
も
多
い
と
い

わ
れ
て
い
る
３
大
食
中
毒
菌
の

一
つ
で
す
。
ハ
ナ
イ
グ
チ
、
ヌ
メ

リ
イ
グ
チ
、
ア
ミ
タ
ケ
、
シ
ョ
ウ

ゲ
ン
ジ
、
ク
リ
タ
ケ
、
キ
シ
メ
ジ
、

コ
ウ
タ
ケ
、
ナ
ラ
タ
ケ
、
ハ
ツ
タ

ケ
な
ど
、
名
前
が
は
っ
き
り
わ
か

り
、
自
信
の
あ
る
も
の
を
10
〜
20

種
類
覚
え
れ
ば
、
キ
ノ
コ
採
り
は

十
分
楽
し
め
ま
す
。

②②②②②
迷
信
迷
信
迷
信
迷
信
迷
信
（
言
い
伝
え
）

（
言
い
伝
え
）

（
言
い
伝
え
）

（
言
い
伝
え
）

（
言
い
伝
え
）
を
信
じ
な

を
信
じ
な

を
信
じ
な

を
信
じ
な

を
信
じ
な

い
で
い
で
い
で
い
で
い
で

　

柄

が

縦

に

き

れ

い

に

裂

け
る
、

虫

が

食

っ

て

い

る
、毒

キ

ノ

コ

は

派

手

な

色

（
お
と

な

し

い
色
の
も
の
は
大
丈
夫
）、
ナ
ス

と
一
緒
に
煮
た
ら
大
丈
夫
、
煮
た

汁
だ
け
な
ら
あ
た
ら
な
い
、
な
ど

色
々
な
言
い
伝
え
（
の
よ
う
な
も

の
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
ウ
ソ
、
迷
信
で
す
。
ク
サ
ウ

ラ
ベ
ニ
タ
ケ
や
こ
れ
も
３
大
食

中
毒
菌
と
い
わ
れ
る
ツ
キ
ヨ
タ

ケ

は

柄

が

縦

に

裂

け

ま

す

し
、
ベ

ニ

テ

ン
グ
ダ
ケ
や
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
は
よ

く
ナ
メ
ク
ジ
に
か
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
毒
性
の
あ
る
カ
キ
シ
メ
ジ

や
ウ
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
は
実
に

お
と
な
し
い
色
で
、
と
て
も
美
味

し
い
タ
マ
ゴ
タ
ケ
は
真
っ
赤
っ

か
。
ナ
ス
に
は
そ
ん
な
神
通
力
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
具
は
や
め
て
も

汁
だ
け
で
も
中
毒
し
ま
す
。

③③③③③
生
え
て
い
る
環
境
を
知
る

生
え
て
い
る
環
境
を
知
る

生
え
て
い
る
環
境
を
知
る

生
え
て
い
る
環
境
を
知
る

生
え
て
い
る
環
境
を
知
る

　
マ
ツ
タ
ケ
は
松
の
生
え
る
尾

根
沿
い
に
よ
く
出
ま
す
が
、
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
は
ク
ロ
カ
ワ
や
コ

ウ
タ
ケ
も
よ
く
出
ま
す
。
少
し
裾

に
下
り
る
と
キ
シ
メ
ジ
や
シ
ョ

ウ
ゲ
ン
ジ
、
ア
ミ
タ
ケ
も
似
た
よ

う
な
環
境
が
浮
き
。
広
葉
樹
と
ア

カ
マ
ツ
が
混
在
す
る
山
林
は
色

ん
な
キ
ノ
コ
が
生
え
て
い
て
楽

し
い
山
で
す
。

　
カ
ラ
マ
ツ
林
に
つ
き
も
の
な

の
は
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
。
北
海
道
で

は
ラ
ク
ヨ
ウ
キ
ノ
コ
と
い
う
そ

う
で
、
か
わ
い
く
て
味
も
抜
群
。

ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
は
シ
ラ
カ
バ

林
な
ど
、
そ
の
キ
ノ
コ
の
環
境
を

知
れ
ば
覚
え
や
す
い
。

④④④④④
木
か
ら
出
て
い
る
か
、

木
か
ら
出
て
い
る
か
、

木
か
ら
出
て
い
る
か
、

木
か
ら
出
て
い
る
か
、

木
か
ら
出
て
い
る
か
、
土
か
ら

土
か
ら

土
か
ら

土
か
ら

土
か
ら

出
て
い
る
か

出
て
い
る
か

出
て
い
る
か

出
て
い
る
か

出
て
い
る
か

　
ク
リ
タ
ケ
や
ナ
ラ
タ
ケ
、
エ
ノ

キ
ダ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
は
木
材

腐
朽
菌
な
の
で
枯
れ
木
、
枯
れ
か

か
っ
た
木
か
ら
出
ま
す
。
一
方
マ

ツ
タ
ケ
や
イ
グ
チ
類
な
ど
は
土

か
ら
生
え
る
も
の
で
、
ア
カ
マ
ツ

と
共
生
し
て
い
る
マ
ツ
タ
ケ
の

よ
う
に
菌
根
性
菌
類
も
多
い
。
菌

根
性
の
も
の
は
栽
培
が
困
難
で

す
。
こ
ん
な
区
別
も
武
器
で
す
。

⑤⑤⑤⑤⑤
食食食食食
・・・・・
毒
セ
ッ
ト
で
違
い
を
覚

毒
セ
ッ
ト
で
違
い
を
覚

毒
セ
ッ
ト
で
違
い
を
覚

毒
セ
ッ
ト
で
違
い
を
覚

毒
セ
ッ
ト
で
違
い
を
覚

え
る
え
る
え
る
え
る
え
る

　
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
は
シ
イ
タ
ケ
や

ヒ
ラ
タ
ケ
に
よ
く
似
た
毒
キ
ノ

コ
で
す
。
見
分
け
る
コ
ツ
は
柄
の

輪
っ
か
と
、
柄
を
裂
く
と
あ
ら
わ

れ
る
黒
い
し
み
。
ク
リ
タ
ケ
と
ニ

ガ
ク
リ
タ
ケ
も
幼
菌
は
よ
く
似

て
い
ま
す
。
少
し
か
じ
っ
て
み

て
、
と
ん
で
も
な
く
苦
か
っ
た
ら

間
違
い
な
く
ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
。
吐

き
出
せ
ば
中
毒
は
し
ま
せ
ん
。
ク

サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
と
ウ
ラ
ベ
ニ

ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
、
カ
キ
シ
メ
ジ
と

チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
。
食
菌
と
、

似
た
毒
キ
ノ
コ
は
区
別
を
は
っ

き
り
と
覚
え
ま
し
ょ
う
。
紛
ら
わ

し
か
っ
た
ら
持
っ
て
帰
ら
な
い

こ
と
。
う
ろ
覚
え
の
キ
ノ
コ
を
親

類
や
ご
近
所
に
配
る
な
ん
て
、
そ

ん
な
恐
ろ
し
い
こ
と
は
慎
み
ま

し
ょ
う
。

⑥⑥⑥⑥⑥
食
べ
過
ぎ
れ
ば
お
腹
を
壊
す

食
べ
過
ぎ
れ
ば
お
腹
を
壊
す

食
べ
過
ぎ
れ
ば
お
腹
を
壊
す

食
べ
過
ぎ
れ
ば
お
腹
を
壊
す

食
べ
過
ぎ
れ
ば
お
腹
を
壊
す

　
そ
も
そ
も
キ
ノ
コ
は
消
化
が

悪
い
。
優
秀
な
食
菌
で
も
た
く
さ

ん
食
べ
れ
ば
お
腹
を
壊
し
ま
す
。

大
き
な
マ
ツ
タ
ケ
の
シ
ロ
を
見

つ
け
て
、「
一
度
腹
い
っ
ぱ
い
マ

ツ
タ
ケ
を
食
べ
て
み
た
い
」
と
い

う
夢
を
、
相
棒
と
二
人
で
実
現
さ

せ
た
Ｕ
さ
ん
。
で
も
す
ぐ
に
お
腹

が
ご
ろ
ご
ろ
言
い
だ
し
、
ト
イ
レ

駆
け
込
む
。
あ
ん
な
苦
し
い
腹
痛

は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
と
後

日
談
。
全
く
食
い
意
地
の
張
っ
た

彼
の
人
は
大
学
の
先
生
で
し
た
。

⑦⑦⑦⑦⑦
当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も

当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も

当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も

当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も

当
た
る
も
八
卦
当
た
ら
ぬ
も

八
卦
八
卦
八
卦
八
卦
八
卦

　
食
・
毒
の
境
界
線
の
よ
う
な

キ
ノ
コ
も
あ
り
ま
す
。
キ
シ
メ
ジ

は
外
国
で
は
中
毒
事
例
が
あ
る

と
記
述
し
て
い
る
本
も
あ
り
ま

す
。
同
じ
キ
ノ
コ
を
同
じ
よ
う
に

食
べ
て
も
な
ん
と
も
な
い
人
と

お
腹
を
壊
す
人
が
い
ま
す
し
、
そ

の
時
の
体
調
で
も
反
応
が
違
い

ま
す
。「
こ
の
キ
ノ
コ
食
べ
ら
れ

ま
す
か
？
」
と
保
健
所
で
聞
い
た

ら
、「
そ
ん
な
こ
と
は
私
に
は
わ

か
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
、
え
ﾂ

!!
と
思
い
ま
し
た
が
、
名
前
と
、

毒
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
教
え

る
が
、
食
べ
た
後
ど
う
な
る
か
は

あ
な
た
次
第
で
す
、
と
い
う
説
明

で
、
な
ぜ
か
納
得
、
目
か
ら
鱗
で

す

。

ホ
テ

イ
シ

メ
ジ

は
お

酒
を

飲
み

な
が
ら
食
べ
る
と
酩
酊
状
態
に

な
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
10

年
ほ
ど
前
、
そ
れ
ま
で
東
北
地
方

な
ど
で
普
通
に
食
べ
ら
れ
て
い

た
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
が
、
高
齢
者
や

腎
臓
に
病
歴
を
持
つ
人
に
が
脳

症
に
か
か
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
、以
降『
毒
性
あ
り
』に
変
わ
っ

た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

中毒菌第1位ツキヨタケクサウラベニタケ危険

ほろ苦さが売りのキシメジ ツバ有りショウゲンジ

ホンシメジとコウタケも人気あり 山盛りのマツタケが並ぶ

採るなベニテングダケ

死の天使ドクツルﾀ ｹ
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〜
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序
章
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太
陽
が
あ
つ
く
さ
す
森
の
中

　
に

　
ぼ
く
は
う
ま
れ
た

　
ド
キ
ド
キ
、
わ
く
わ
く

　
ぼ
く
は
、
う
ま
れ
た
こ
と
が

　
嬉
し
か
っ
た

　
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、

　
前
に
立
つ
木
に
、
話
し
か
け
た

　「
こ
ん
に
ち
は
」

　「
・
・
・
」

　
返
事
が
な
い

　
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
な

　「
こ
ん
に
ち
は
」

　「
・
・
・
」

　
前
に
立
つ
木
は
、

　
ぼ
く
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ

　
た

　
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、

　
隣
に
立
つ
木
に
、
話
し
か
け
た

　「
こ
ん
に
ち
は
」

　「
・
・
・
」

　
返
事
が
な
い
。

　
隣
に
立
つ
木
は
、

　
ぼ
く
を
み
つ
け
る
け
れ
ど
、

　
近
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た

　
―
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、

　
鎧
を
ま
と
っ
た

（「
あ
る
、
木
、
の
物
語
」
よ
り
）

空
〜
わ
た
し
の
こ
と

空
〜
わ
た
し
の
こ
と

空
〜
わ
た
し
の
こ
と

空
〜
わ
た
し
の
こ
と

空
〜
わ
た
し
の
こ
と
（
序
章
）

（
序
章
）

（
序
章
）

（
序
章
）

（
序
章
）

　
木
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
が

し
た
い
…

　
い
つ
の
頃
か
ら
だ
ろ
う
、
そ
う

強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
。

外
で
ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
幼
き

頃
の
記
憶
。
中
身
は
何
に
も
覚
え

て
い
な
い
。
気
が
つ
け
ば
自
然
の

中
で
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
、
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
と
に
か
く
大
自

然
に
溶
け
て

ボ
ー
っ
と
し
て

い
た
。
ボ
ー
っ
と

す
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
た
時
期

も
あ
っ
た
け
れ

ど
、
や
っ
ぱ
り
私

の
居
場
所
。

　
森
に
還
ろ
う

…　
ど
こ
に
で
も
、

木
は
居
る
。
家
も

家
の
中
に
も

「
木
」
だ
ら
け
だ
。
木
と
一
緒
、
心

は
落
ち
着
く
。

　
木
は
人
を
集
わ
せ
る
。
ま
す

み
ヶ
丘
平
地
林
に
舞
台
を
作
ろ

う
！
の
募
集
に
参
加
。
初
め
て
出

会
う
、
樵
の
方
々
。
そ
こ
に
は
森

林
塾
に
関
わ
り
の
あ
る
方
々
が

い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
島
崎
先
生
も
。

で
も
ね
、
私
は
無
知
だ
っ
た
し
、

人
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
初
め

て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
ち
、
ア
カ

マ
ツ
さ
ん
を
伐
倒
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
で
も
ね
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
重
い
こ
と
。
私
に
は
ム
リ
だ

と
、
す
ん
な
り
諦
め
る
。

　
木
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
場
を
巡
る
。

　
木
と
ふ
れ
あ
う
。
切
り
捨
て
間

伐
が
多
い
と
聞
く
。
木
は
そ
の
根

か
ら
離
れ
て
も
生
き
続
け
る
。
何

か
つ
く
れ
る
か
な
。
そ
れ
ま
で
ノ

コ
ギ
リ
を
持
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
ト
ン
カ
チ
は
玄
能
と
い

う
名
前
な
ん
だ
っ
て
。
で
も
楽
し

い
な
。
木
（
木
材
）
に
囲
ま
れ
、

木
と
向
き
あ
い
、
木
の
こ
と
ば
か

り
考
え
、
木
と
ふ
れ
あ
い
、
木
と

と
も
に
過
ご
せ
る
こ
と
に
悦
び

が
あ
ふ
れ
る
。

　
木
、
木
、
木
…

　
木
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
…

　
木
と
ふ
れ
あ
う
悦
び
を
一
緒

に
感
じ
た
い
。「
木
育
」
と
い
う

言
葉
を
知
っ
た
。
時
々
、
木
と
大

人
た
ち
子
ど
も
達
と
遊
ぶ
。
木
の

肌
触
り
と
香
り
が
優
し
く
人
を

包
ん
で
く
れ
る
。

　
樵
の
方
々
と
の
飲
み
会
の
席

で
「
森
林
塾
に
行
っ
て
み
た

ら
？
」
と
容
易
く
言
わ
れ
る
。
諦

め
て
い
た
の
に
、
木
が
私
を
押
し

た
。
調
べ
て
み
た
ら
、
な
ん
と
そ

の
日
が
夏
の
集
中
コ
ー
ス
の
締

切
日
。
翌
日
、
問
い
合
わ
せ
る
。

「
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
早
川

さ
ん
。
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
私
に
は
重

か
っ
た
ん
だ
よ
ね
と
不
安
い
っ

ぱ
い
。
玉
伐
り
を
さ
せ
て
も
ら

う
。
あ
れ
？
で
き
る
じ
ゃ
ん
！
私

に
も
持
て
る
重
さ
の
物
も
あ
る

と
知
る
。
島
崎
先
生
が
作
業
さ
れ

て
い
る
森
で
実
習
が
始
ま
る
。
森

林
簿
、
森
林
診
断
書
の
作
成
。

う
ー
ん
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
っ
て
？
単

位
に
弱
い
私
。
す
み
ま
せ
ん
…
。

　
小
泉
さ
ん
、
早
川
さ
ん
の
ご
指

導
の
下
、
３
日
間
で
３
本
伐
倒
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
本
目

は
ク
サ
ビ
を
使
っ
て
倒
し
た
い

と
挑
む
。
方
向
を
定
め
、
受
口
を

つ
く
る
。「
ど
う
？
方
向
は
合
っ

て
い
る
？
」
と
先
生
方
。「
大
体

合
っ
て
い
ま
す
」
と
私
。「
大
体

じ
ゃ
ダ
メ
だ
。『
あ
と
も
う
少
し

ど
う
な
の
か
』
で
答
え
て
」
と
先

生
方
。
あ
と
も
う
少
し
、
も
曖
昧

だ
け
ど
。
で
も
ね
、
な
る
ほ
ど
、

大
自
然
と
向
き
あ
っ
て
い
る

方
々
は
細
か
い
こ
と
は
気
に
な

ら
な
い･･･
木
に
な
ら
な
い
も
ん

ね
！
私
も
お
な
じ
「
こ
れ
で
も
行

け
そ
う
で
す
よ
〜
。
行
っ
ち
ゃ
い

ま
〜
す
」
目
印
の
ポ
ー
ル
を
擦
り

な
が
ら
程
よ
い
所
に
倒
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
先
生
三
人
と
受
講
生

三
人
、
皆
さ
ん
個
性
満
載
で
和
気

藹
々
と
楽
し
い
３
日
間
。
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
、
ス
パ
イ
ク

に
委
ね
る
。
人
の
身
勝
手
な
力
尽

く
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ
ね
。
道
具

と
も
向
き
あ
う
。
伐
採
に
も
っ
と

挑
戦
し
た
い
。
け
れ
ど
枝
払
い
の

裁
き
に
は
、
や
っ
ぱ
り
重
か
っ

た
。
刃
に
ヤ
ス
リ
を
当
て
る
の
も

難
し
い
。
う
ー
ん
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
扱
い
は
、
私
に
は
ど
う
な

の
か
な
？
答
え
は
ま
だ
出
さ
な

い
で
い
よ
う
っ
と
。

　
伊
那
に
居
て
木
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
に
足
を
運
ぶ
と
、
Ｋ
Ｏ
Ａ

森
林
塾
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々

と
必
然
的
に
出
会
う
。
そ
し
て
伊

那
谷
に
は
林
業
、
果
樹
、
造
園
、

製
材
、
建
築
、
大
工
、
木
工
、
樹

木
医
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
学
問
な
ど
な
ど
木
と
向
き

合
う
職
を
生
業
と
さ
れ
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。
木
と
人

と
、
人
と
木
と
。

　
木
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
を

し
て
い
く
！

　
思
い
出
そ
う
。
古
来
、
人
は
木

と
共
に
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
。

先
人
の
方
々
が
育
て
て
く
れ
た

里
山
と
い
う
庭
。
木
を
利
用
す

る
。
立
ち
木
か
ら
人
の
手
に
よ
り

建
物
や
家
具
、
道
具
な
ど
に
形
を

変
え
て
、
木
は
い
の
ち
を
繋
ぐ
。

人
は
木
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り

を
持
っ
て
き
た
か
。
こ
れ
か
ら

も
、
木
と
人
は
ど
の
よ
う
に
付
き

合
っ
て
い
く
か
。
方
法
は
多
様
に

あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
、
木
々
と
会

話
を
し
て
い
こ
う
！

　
私
が
し
た
い
こ
と
。
木
と
ふ
れ

あ
い
同
化
し
て
ボ
ー
っ
と
す
る

こ
と
。
い
ろ
ん
な
木
々
と
お
し
ゃ

べ
り
す
る
こ
と
。
嬉
し
く
っ
て
涙

が
あ
ふ
れ
て
く
る
。
木
々
に
愛
さ

れ
て
る
っ
て
感
じ
。
感
謝
い
っ
ぱ

い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
っ
！

　
木
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
。
し

つ
こ
い
け
れ
ど
、
私
は
木
と
と
も

に
あ
る
暮
ら
し
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
森
の
中
で
ボ
ー
っ
と
し
て
い

る
何
か
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
れ
は

私
で
す
。
不
審
が
ら
ず
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　「
あ
る
、
木
、
の
物
語
」
…
木

は
語
る
。
ボ
ー
っ
と
、
木
の
物
語

を
一
緒
に
聞
き
ま
し
ょ
う
〜
！

（「
あ
る
、
わ
た
し
、
の
呟
き
」
よ

り
）

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
『
実
ら
ぬ
恋
な
ら
何
の
花
？

真
っ
赤
な
港
の
彼
岸
花
!!
』（
古

い
？
）
な
ど
と
口
ず
さ
む
今
日
こ

の
頃
で
す
。
最
近
土
手
草
を
き
れ

い
に
刈
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ま

り
見
か
け
ま
せ
ん
ね
。
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